
おお
とと
なな
もも
楽楽
しし
めめ
るる

多多
摩摩
動動
物物
公公
園園

日
野
市
に
は
現
在
、
小
学
校
８
校
、

中
学
校
３
校
に
特
別
支
援
学
級
が
あ

り
ま
す
。
特
別
支
援
学
級
と
は
、
障

害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
を
行
う

学
級
で
す
。

特
別
支
援
学
級
に
は
、
そ
の
学
級

の
あ
る
学
校
に
籍
を
置
き
、
毎
日
通

学
し
て
い
く
「
固
定
学
級
」
と
、
通

常
の
学
級
に
籍
を
置
き
な
が
ら
、
決

ま
っ
た
日
に
通
い
、
適
切
な
指
導
を

受
け
て
い
く
「
通
級
指
導
学
級
」
と

が
あ
り
ま
す
。

特
別
支
援
学
級
で
は
、
児
童
・
生

徒
一
人
一
人
の
障
害
の
状
態
に
応
じ

て
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
知
的

障
害
の
固
定
学
級
で
は
、
各
教
科
、

自
立
活
動
、
生
活
単
元
学
習
、
道
徳
、

特
別
活
動
等
を
学
習
し
ま
す
。
そ
し

て
、
学
校
や
学
年
の
行
事
、
特
別
支

援
学
級
独
自
の
行
事
等
が
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
固

定
学
級
は
、
少
人
数
を
基
本
と
し
た

指
導
の
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
通
級
指
導
学
級
で
は
、
児

童
・
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
、
個
別

学
習
や
グ
ル
ー
プ
指
導
を
行
い
な
が

ら
、
自
立
活
動
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
発
音
に
関
す
る
指
導
等
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
教
科
の
補
充
的
な
学

習
を
行
い
ま
す
。
通
級
す
る
時
間
は
、

情
緒
の
通
級
は
、
週
あ
た
り
１
時
間

か
ら
８
時
間
と
な
り
、
１
日
な
い
し

２
日
の
通
級
と
な
り
ま
す
。
言
語
の

通
級
は
、
概
ね
１
日
１
時
間
程
度
で

行
い
ま
す
。
通
級
す
る
曜
日
や
時
間

に
つ
い
て
は
、
児
童
・
生
徒
の
実
態

に
応
じ
て
決
め
ま
す
。

平
成

21年
度
に
小

学
校
、
中
学
校
に
入

学
さ
れ
る
方
で
、
特

別
支
援
学
級
や
特
別

支
援
学
校
へ
の
入
学

を
考
え
て
い
る
場
合

は
、
現
在
通
わ
れ
て

い
る
幼
稚
園
・
保
育

園
・
小
学
校
、
ま
た

は
、
特
別
支
援
教
育

推
進
チ
ー
ム
（

�５

８
５

１
１
１
１

（
内
線
５
２
６
１
～

３
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

な
お
、
上
記
の
図
は
、
日
野
市
に

お
け
る
特
別
支
援
学
級
を
示
し
て
い

ま
す
。
都
立
特
別
支
援
学
校
と
し
て

は
、
七
生
特
別
支
援
学
校
（
知
的
）、

八
王
子
東
特
別
支
援
学
校
（
肢
体
不

自
由
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

日
野
市
で
は
、
特
別
支
援
教
育
を

充
実
す
る
た
め
に
、
特
別
支
援
学
級

を
新
た
に
設
置
し
ま
す
。

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
情
緒
障
害

の
通
級
指
導
学
級
を
、
東
光
寺
小
学

校
に
新
た
に
開
設
し
ま
す
。
ま
た
現

在
、
七
生
緑
小
学
校
に
設
置
さ
れ
て

い
る
情
緒
障
害
の
通
級
指
導
学
級

「
つ
く
し
学
級
」
を
、
平
成

21年
度

に
南
平
小
学
校
に
移
転
し
ま
す
。
日

野
第
五
小
学
校
「
ゆ
り
の
木
学
級
」

を
含
め
、
小
学
校
の
情
緒
の
通
級
指

導
学
級
を
３
校
に
し
ま
す
。

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
日
野
第
二

中
学
校
に
情
緒
障
害
の
固
定
学
級
を

開
設
し
ま
す
。

発行 日野市教育委員会（編集 教育部学校課）
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こ
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日日
野野

市市
のの

特特
別別

支支
援援

教教
育育

～
特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て
～

平
成

19年
度
か
ら
特
別
支
援
教
育
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
児
童
・
生
徒

一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
そ
の
持
て
る
力
を
高
め
、
生
活
や
学
習
上

の
困
難
を
改
善
す
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
野
市
で
は
、
教

育
委
員
会
に
特
別
支
援
教
育
推
進
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
特
別
支
援
教
育
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
号
で
は
、
日
野
市
の
特
別
支
援
学

級
に
つ
い
て
紹
介
し
、
次
号
で
は
小
学
校
で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
リ
ソ
ー
ス

ル
ー
ム
」
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
特

別
支

援
教

育
推

進
チ
ー

ム
）

多
摩
動
物

公
園
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日野第三小学校の出場風景 日野第一小学校の出場風景

特
別
支
援
学
級

合合合合合 合合
同同同同同 同同
学学学学学 学学
習習習習習 習習

発発発発発 発発
表表表表表 表表

会会会会会 会会

小
学
校
６
年
生
及
び
中
学
校
３

年
生
を
対
象
に
、
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
結

果
が
文
部
科
学
省
か
ら
公
表
さ
れ

ま
し
た
。

日
野
市
の
結
果
は
、
小
学
校
で

は
、
国
語
・
算
数
と
も
に
、
知
識

に
関
す
る
問
題
、
活
用
に
関
す
る

問
題
に
お
い
て
、
全
国
や
東
京
都

に
比
べ
、
平
均
正
答
率
は
高
い
状

況
で
し
た
。
ま
た
、
中
学
校
で
は
、

国
語
の
知
識
に
関
す
る
問
題
と
、

数
学
の
知
識
に
関
す
る
問
題
、
活

用
に
関
す
る
問
題
に
お
い
て
平
均

正
答
率
が
、
全
国
や
東
京
都
に
比

べ
高
い
状
況
で
し
た
。
し
か
し
、

国
語
の
活
用
に
関
す
る
問
題
で
は
、

平
均
正
答
率
が
全
国
や
東
京
都
を

下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
正
答

率
が
低
か
っ
た
児
童
・
生
徒
の
確

か
な
学
力
の
定
着
を
図
り
、
身
に

付
け
た
力
を
活
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
、
少
人
数
指
導
の
在

り
方
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授

業
、
個
に
応
じ
た
学
習
な
ど
、
各

学
校
の
児
童
・
生
徒
の
実
態
に
応

じ
た
取
組
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

（
学

校
課

）

平
成

20年
度

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

※Ａは主として「知識」に関する問題、
Ｂは主として「活用」に関する問題です。

全国学力・学習状況調査結果

日野市 東京都（公立） 全国（公立）

小
６

国語Ａ 69.5 68.5 65.4
国語Ｂ 55.4 54.1 50.5
算数Ａ 74.3 74.2 72.2
算数Ｂ 56.4 55.7 51.6

中
３

国語Ａ 73.7 73.5 73.6
国語Ｂ 60.7 61.4 60.8
数学Ａ 65.2 62.6 63.1
数学Ｂ 50.4 48.9 49.2

特
別

支
援

学
級

や
特

別
支

援
学

校
に

入
学
す
る
に
は

平
成

21年
度
に
向
け
て

今
年
、
多
摩
動
物
公
園
は
開
園

50周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
記
念
式
典
に
始
ま
り
、

月
毎
に
特
定
の
動
物
た
ち
を
紹
介
す
る
月

間
動
物
企
画
や
夏
の
夜
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
サ
タ
デ
ー
ナ
イ
ト
な
ど
様
々
な
取
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

50年
史
も
作
成
し

ま
し
た
。
読
み
返
し
て
み
る
と
、
も
ち
ろ

ん
動
物
が
主
体
で
す
が
種
々
の
出
来
事
が

溢
れ
て
い
ま
す
。
脱
走
、
高
齢
対
策
、
二

世
の
誕
生
な
ど
見
出
し
は
新
聞
記
事
並
み

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
積
み
重
ね
が
今
日

を
築
い
て
き
た
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

失
敗
や
成
功
、
知
識
や
経
験
な
ど
が
伝
承

さ
れ
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
評
価
が
生
ま

れ
ま
す
。
後
輩
は
、
先
輩
を
よ
く
見
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
先
輩
は
見
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

動
物
園
と
い
う
と
子
供
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
大
人
も
楽
し

め
る
園
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
親
が
子

ど
も
た
ち
に
胸
を
張
っ
て
動
物
の
話
を
す

る
の
が
理
想
で
す
。
そ
ん
な
時
、
子
供
た

ち
は
、
動
物
だ
け
で
は
な
く
、
親
も
見
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
見
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
意
識
で
き
る
よ
う
な
多
摩

動
物
公
園
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も

達
が
校

外
学
習
等
で
お

世
話
に
な

る
多
摩
動
物
公
園

長
土

居
利
光

様
に

執
筆

頂
き
ま
し
た
。

（
教
育
部
）

市
内
の
特
別
支
援
学
級
に

通
う
子
ど
も
た
ち
が
、
日
ご

ろ
の
学
習
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
ど
う

ぞ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

12月
４
日
（
木
）
午
前
９

時

30分
～
午
後
１
時

20分
／

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
／
劇
、

音
楽
劇
、
合
奏
、
太
鼓
な
ど

で
す
。

●
連
絡
先

合
同
発
表
実
行
委
員
会

（
担
当
七
生
中
学
校
）

�５
９
１

１
０
１
５

昨
年
度
の
特
別
支
援
学
級

合
同
学
習
発
表
会
の
様
子

（
日
野
第
一
小
学
校
と
日
野

第
三
小
学
校
の
交
流
出
場
）

を
紹
介
し
ま
す
。



日
野
市
役
所
が
あ
る
神
明
上
遺
跡

に
は
、
横
穴
墓
と
呼
ば
れ
る
墓
が
多

数
存
在
し
ま
す
。
台
地
縁
辺
の
斜
面

に
、
台
地
内
部
に
向
か
っ
て
ト
ン
ネ

ル
状
に
掘
ら
れ
た
墓
で
す
。

構
造
は
、
開
削
で
通
路
的
な
墓
前

域
（
ボ
ゼ
ン
イ
キ
）
が
掘
ら
れ
、
次

に
人
が
通
れ
る
程
度
の
狭
い
羨
道

（
セ
ン
ド
ウ
）
が
ト
ン
ネ
ル
状
に
掘

削
さ
れ
ま
す
。
そ
の
奥
に
玄
室
（
ゲ

ン
シ
ツ
）
が
続
き
ま
す
が
、
こ
の
部

屋
に
は
細
か
な
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、

そ
の
上
か
ら
人
骨
や
土
器
等
が
出
土

し
ま
す
。

ご
紹
介
す
る
「
谷
の
上
横
穴
墓
群
」

は
、
神
明
か
ら
川
辺
堀
之
内
に
下
る

南
斜
面
に
墓
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

20号
日
野
バ
イ
パ
ス
が
通
過
す
る
こ

と
に
な
り
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、

23

基
の
横
穴
墓
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

多
く
人
骨
と
共
に
、

遠
く
離
れ
た
愛
知

県
産
の
須 す

恵 え

器 き

な

ど
も
出
土
し
、
７

世
紀
後
半
か
ら
８

世
紀
前
半
辺
り
に

造
ら
れ
た
こ
と
も

分
か
り
ま
し
た
。

現
在
、
こ
の
一

部
を
見
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

20号

日
野
バ
イ
パ
ス
を

神
明
か
ら
万
願
寺

方
面
に
下
る
坂
の

途
中
、
上
り
車
線

の
歩
道
か
ら
北
側

斜
面
を
覗
く
と
、

３
基
の
横
穴
墓
が

並
ん
で
い
ま
す
。
墓
前
域
の
一
部
が

調
査
さ
れ
、
残
り
の
墓
前
域
の
表
面

に
石
を
は
め
込
ん
だ
の
で
、
奥
に
は

続
き
の
墓
前
域
・
羨
道
・
玄
室
が
残
っ

て
い
ま
す
。

日
野
市
に
と
っ
て
も
貴
重
な
資
料

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
調
査
の
概
要
と

写
真
を
載
せ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
致
し
ま
し
た
。
道
路
の
周
囲
の
斜

面
に
は
、
調
査
前
の
雰
囲
気
が
漂
い
、

木
々
の
中
に
横
穴
墓
が
隠
さ
れ
て
い

ま
す
。
是
非
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご

覧
に
な
り
な
が
ら
、
横
穴
墓
が
並
ぶ

当
時
の
風
景
を
思
い
浮
か
べ
て
の
散

策
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
横
穴
墓
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
日
野

市
教
育
委
員
会
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文

化
財
係
に
お
願
い
し
ま
す
。）

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
）

キーパーの山下君

平塚大会での國本さん（右）

力泳する塩谷さん

「
合
唱
部
」
が
創
部
４
年
目
で

都
コ
ン
ク
ー
ル
で
初
の
金
賞
に
輝

き
ま
し
た
。
合
唱
部
の
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
地
区
予
選
金
賞
、
本
選

銀
賞
に
輝
く
な
ど
、
昨
年
よ
り
も

好
成
績
に
結
び
つ
き
、
そ
の
勢
い

で
全
国
大
会
出
場
を
か
け
て
都
コ

ン
ク
ー
ル
に
臨
み
ま
し
た
。

８
月

30日
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

一
中
合
唱
部
（

30人
に
よ
る
女
声

合
唱
）
は
緊
張
感
の
あ
る
「
日
向

ひ
ゅ
う
が

木 こ

挽 び
き

歌
」
、

リ
ズ

ム
感
の
あ
る

「
三

原
ヤ
ッ

サ
節
」
で

山
と

海
を

表
現
し
会
場
を
感
動
で
包
み
込
み

ま
し
た
。

東
京
都

全
体
で
４

校

（
私

立
３

校
、

公
立

１
校
）
の

み

金
賞
と
い
う
厳
し
い
審
査
結
果
で

の
受
賞
で
顧
問
、
部
員
一
同
喜
び

に
わ
き
ま
し
た
。
顧
問
の
影
山
教

諭
の
指
導
の
も
と
で
全
員
が
協
力

し
て
無
伴
奏
の
難
し
い
二
曲
に
挑

戦
し
、
見
事
歌
い
き
っ
た
合
唱
部

の
実
力
の
高
さ
と
厳
し
い
練
習
を

乗
り
越
え
た
が
ん
ば
り
が
、
快
挙

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
惜
し
く
も

全
国
大
会
出
場
を
逃
し
ま
し
た
が
、

す
ば
ら
し
い
評
価
を
審
査
員
か
ら

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
国
中
学
校
大
会
に
出
場
し
て

平
山
中
３
年
塩
谷
波
那

私
は
、
第

48回
全
国
中
学
校
水
泳

競
技
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
出
場
す
る
た
め
に
は

ま
ず
、
東
京
都
大
会
（
全
中
学
予
選
）

で
、
全
国
中
学
大
会
の
標
準
記
録
を

突
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
都

大
会
の
時
は
す
ご
く
緊
張
し
ま
し
た
。

こ
の
一
瞬
に
全
て
が
か
か
っ
て
い

る
と
思
っ
て
泳
い
だ
の
で
標
準
記
録

を
突
破
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
分
の
記
録
を
見
た
時
は
「
こ
れ
で

目
標
だ
っ
た
全
中
に
行
け
る
」
と
思

い
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

８
月

23日
に
本
番
の
レ
ー
ス
に
の

ぞ
み
ま
し
た
。
と
て
も
良
い
結
果
で
、

自
己
ベ
ス
ト
で
し
た
。

こ
れ
か
ら

も
、
も
っ
と

も
っ
と
上
を

目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
。

次
の
目
標
は

イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
す
！

【
吹
奏
楽

日
野
市
大
活
躍
】

「
東
京
都
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」

こ
の
夏
、
都
内
３
箇
所
で
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
左
記
の

学
校
が
活
躍
し
ま
し
た
。

金
賞
（
Ｂ
組
）
二
中
・
七
生
中

四
中
・
大
坂
上
中

銀
賞
（
Ａ
組
）
三
沢
中

（
Ｂ
組
）
三
中

指
導
者
の
努
力
の
も
と
、
生
徒
の

頑
張
り
や
楽
器
の
手
入
れ
の
良
さ
、

そ
し
て
保
護
者
の
応
援
に
よ
り
良
い

成
績
を
修
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
学
校
課
）

ひひひひ
のののの

っっっっ
子子子子

がががが
んんんん

ばばばば
っっっっ

てててて
いいいい

まままま
すすすす

日
野
第
五
小
学
校

第

31回
わ
か
く
さ
杯
で
優
勝

サ
ッ
カ
ー
に
か
け
る
夢

６
年
生
の
山
下
貴
矢
君
は
、
東

京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
５
年
生
の

と
き
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
キ
ー
パ
ー

と
し
て
活
躍
し
、
全
国
少
年
サ
ッ

カ
ー
大
会
に
も
出
場
し
健
闘
し
ま

し
た
。

七
生
中
学
校

関
東
中
学
校
柔
道
大
会

ベ
ス
ト
８

２
年
生
の
國
本
早 さ

永 え

さ
ん
が
、

東
京
都
中
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

に
お
い
て
準
優
勝
し
、
平
塚
市
で

開
催
さ
れ
た
関
東
中
学
校
柔
道
大

会
に
出
場
し
、
ベ
ス
ト
８
と
な
り

ま
し
た
。

東京都合唱コンクールにて
指揮 影山知子教諭

日
野
第
一
中
学
校

東
京
都
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
栄
え
あ
る
金
賞
受
賞
―
合
唱
部

学
校
教
育
法
、
同
施
行
規
則
の
改

正
に
よ
り
学
校
評
価
が
規
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
規
定
に
基
づ
い
て
日
野

市
で
は
、
次
の
趣
旨
を
も
っ
て
実
施

い
た
し
ま
す
。

�

学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
や
運

営
に
つ
い
て
そ
の
改
善
を
図
り
、

教
育
の
質
の
向
上
・
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
。

�

学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
や
運

営
に
つ
い
て
、
保
護
者
や
地
域
住

民
等
の
理
解
と
参
画
を
得
て
、
信

頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
。

�

教
育
委
員
会
が
学
校
評
価
の
結

果
に
基
づ
き
、
教
育
の
水
準
を
確

保
す
る
た
め
に
必
要
な
支
援
や
条

件
整
備
を
行
う
こ
と
。

こ
の
趣
旨
に
そ
っ
て
、
各
学
校
の

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
、
学
校
経
営
重
点

計
画
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
項
目
は
、

市
の
主
要
施
策
に
係
る
三
つ
の
共
通

項
目
と
、
学
校
が
独
自
に
設
定
し
た

３
～
７
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、

学
年
末
に
取
組
の
結
果
を
評
価
し
、

公
表
し
て
い
き
ま
す
。
（
学
校
課
）

☆
富
士
電
機
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
様
よ
り
、
環
境
問
題
を

取
り
上
げ
た
書
籍
『
み
ず
も
の
が

た
り
』
を
日
野
市
立
小
・
中
学
校

及
び
日
野
市
立
図
書
館
に
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
ご
寄

贈
い
た
だ
い
た
『
い
き
も
の
が
た

り
』
の
続
編
で
す
。

写
真
や
、
漫
画
を
取
り
入
れ
て
、

子
ど
も
に
も
親
し
み
や
す
い
本
で

す
。

☆
東
京
都
多
摩
動
物
公
園
様
よ
り
、

書
籍
『
飼
育
係
が
見
た
動
物
の
ヒ

ミ
ツ

51』
を
日
野
市
立
小
・
中
学

校
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
摩
動
物
公
園
で
は
、
動
物
公
園

内
で
の
種
の
保
存
や
生
息
地
と
の

連
携
を
重
要
視
し
、
生
息
地
の
保

全
に
も
力
を
入
れ
よ
う
と
考
え
て

い
る
そ
う
で
す
。

両
書

籍
と
も
、「

ふ
だ
ん

着
で

Ｃ
Ｏ

２
削
減
」
に
取
り
組
ん
で
い

る
日
野
市
の
子
ど
も
達
に
役
立
ち

ま
す
。

こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

（
庶
務
課
）

保存された横
おう

穴
けつ

墓
ぼ

ご
支
援
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

日
野
市
の
学
校
給
食
は
「
安
全

で
お
い
し
く
楽
し
い
給
食
」
を
基

本
に
化
学
調
味
料
は
使
用
せ
ず
、

豚
ガ
ラ
や
削
り
節
で
出
し
汁
を
と

り
、
ル
ー
も
手
作
り
で
す
。
コ
ロ
ッ

ケ
や
卵
料
理
も
一
か
ら
作
り
ま
す
。

昨
今
の
、
食
を
取
り
巻
く
安
全

性
や
食
材
の
高
騰
な
ど
に
対
し
、

学
校
も
給
食
費
の
や
り
く
り
に
努

力
し
て
い
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、
現
在
の
給
食
内
容
を
維

持
し
た
い
と
給
食
費
の
改
定
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
学
校
課
）

学
校
経
営
重
点
計
画

日日日
野野野
市市市
学学学
校校校
給給給
食食食
費費費
検検検
討討討
委委委
員員員
会会会

円
滑
な
給
食
運
営
を
図
る
た
め

給
食
費
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す

横 お
う穴 け

つ墓 ぼ

が
並
ぶ
風
景
を
想
像
し
て

～
谷
や

の
上 う
え横 お

う穴 け
つ墓 ぼ

群 ぐ
ん

～
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